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この電車の終点は大月駅です。大月が近づいてくる

と、いろいろと「思い出の山」が見えてきます。要は、

「かつて足下に踏んだ山」ということです。

中でも車窓からごく一瞬だけ見えるこの山には、も

う何度登ったか数えきれません。「三つ峠山（みつと

うげやま）」といいます。根拠地（下車駅）は、大月

で乗り換えて「富士急行線」の「三つ峠駅」です。い

わゆる「夜行日帰り登山」の典型的な山でした。

この山を目指す人は、土曜の晩にまず新宿 23:55発

の「長野行普通列車」に乗ります。深夜の大月駅で乗

り換え、臨時の 2:20発の河口湖行き富士急行電車に

乗り換えます。深夜 3時前に「三つ峠駅」で降りて、

夜の登山道を、懐中電灯をたよりに行列になって歩く

のです。途中「だるま石」「八十八大師」などで休憩

し、ちょうどご来光の頃三つ峠山頂に着く・・・その

日のうちに東京に帰る・・・翌朝には出勤・・・とい

う、今では考えられないような強行軍的登山でした。

「扇山（おうぎやま）」も思い出の山の一つです。

前回紹介した「下山後に雹に降られた」のがこの山で

す。その後も何度か登った記憶があります。

車窓からも扇山はよく見えます。右側の大きな山塊

が扇山です。駅が登山口で、比較的楽に登れるので、

またいつか登ってみたいと思っています。

車窓風景を楽しんでいるうちに、終着大月駅に到着

しました。

東京からの「中央線快速」が来るのは、この駅まで

です。ここから先の勝沼、塩山、山梨市、甲府方面は

乗り換えになりますが、普通列車（写真左）は編成も

短く、もちろんグリーン車も連結されていません。



大月駅は「富士急行線」の乗り換え駅にもなってい

ます。構内改札もあって、パスモやスイカでも通れま

す。ただし、メロン、モモ、ブドウでは通れません。

有人改札もあって、係の人が「次の電車は河口湖行！」

とスピーカーでガンガンアナウンスをしていました。

電車は１時間に２本か３本もあって、私鉄のローカ

ル線にしては本数が多いように見えます。富士急行は

伝統的に、特急も含めて JRからの直通列車が多いの

です。東京から直通の普通列車まであります。

まだ早朝でしたが、日曜日ということもあり、利用

者は多かったです。半分以上は沿線ハイキングの人、

それに外国人観光客もたくさんいました。

大月市は、山と山にはさまれた狭い立地なので、駅

前もどこかコジンマリしています。今回は折り返し電

車がすぐだったので、どこにも寄りませんでした。

中央線快速の始発駅、特急停車駅にしては、駅舎も

コジンマリしています。背後に見える岩山は「岩殿山」

で、中央高速からもよく見えます。

駅前から、富士急行の各駅停車の電車が見えました。

地方私鉄のご多分にもれず、富士急行でも他の鉄道会

社から譲渡された車両を使っています。写真は元 JR
の「205系」という通勤型電車を改造したものです。

少し前までは、京王線の旧 5000系電車も走っていま

した。私が通学で使っていたなつかしい電車でした。


